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(Separate Form 2) 
論文の要旨  
































































(Separate Form 3) 
博士論文審査結果の要旨  








































(Separate Form 3) 
なった青海省を中心とするアムドは、ともにチベットを構成するラサを中心としたウーツ
ァン、四川省西部地域などのカムに比べ、近年、国内外の研究者によるフィールド調査が
おこなわれている数少ない地域である。しかし、とりわけ中国外の研究者の長期滞在型の
フィールドワークは容易ではない。出願者は、自身が地元の出身である強みを活かし、人々
の生活や内面に深くはいりこむ本格的なフィールド調査を行った。自文化研究の人類学者
ならではの厚みのある記述を民族誌として昇華させ、チベット文化圏に包摂されつつも、
主流のチベット族とは異なる言語文化的特徴やアイデンティティをもち、差別視されるこ
ともあったドルドの民族としての葛藤や自己表出、多元的状況を浮き彫りにしたことは、
文化人類学におけるチベット研究ならびにエスニシティ研究にも少なからぬ貢献を果たし
ていると言ってよい。  
ただし、本論文に問題点が全くないわけではない。深みのある民族誌的研究ではあるも
のの、対象は限られた村の事例であり、他の村における実態とのより掘り下げた比較検討、
それにもとづく相対化は一部の村の間では試みられているものの、必ずしも十分ではない。
また、宗教の変容を論じる上で、出願者はチベット仏教と地域の民間信仰を対極的にとら
えた枠組みにおいて、多面的に要因を考察する手法を用いているが、さらに文化人類学に
おける儀礼論や社会関係論の中で展開してきた他の観点からの議論の可能性もある。加え
て欧米におけるチベット研究の渉猟に不足しているところがなくはない。これらの点につ
いては、出願者が継続的に同地域の調査、研究を進めていくうえでの課題とされたい。  
以上のように、いくつかの問題点はあるものの、本論文は中国青海省のドルドの民族ア
イデンティティの変容を、厚みのある記述かつ多角的な視点をもって浮き彫りにした民族
誌的研究として高く評価でき、審査委員会は全員一致で、本論文が博士の学位を授与する
に値するものと判断した。  
 
